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様式（第９条関係） 

審 議 結 果 

次の審議会等を下記のとおり開催した。 

審議会等の名称 第 5回益田市老人福祉計画推進協議会 

開催日時 令和 5年 9月 11日（月） 13：30から 15：00 

開催場所 市民学習センター202 

出席者 別紙名簿のとおり 

【出席者】間庭委員、齋藤寿委員、末成委員、梶浦委員、松本委員、

澤江委員、村中委員、齋藤友委員、齋藤義委員 

【事務局】波田福祉環境部長、和﨑高齢者福祉課長、高森高齢者福

祉課長補佐、鎌谷地域包括推進係長、藤本匹地域総務課長補佐、 

高橋副主任主事 

議題 第 5回益田市老人福祉計画推進協議会 

【議事】 

（１）各種調査結果について 

   〇介護予防・日常生活圏域調査の集計結果について 

   〇在宅介護実態調査 

   〇益田市の状況について 

（２）第 9期老人福祉計画・介護保険計画の冊子について 

（３）その他 

公開・非公開の別 公開 

非公開の理由  

傍聴人の数 0人 

１ あいさつ 間庭会長あいさつ 

 本協議会は、今年度今日と 11月の残り 2回となっている。限られ

た時間の中で、それぞれの立場や視点から様々なご意見をいただき

たい。どうぞよろしくお願いいたします。 

審議経過 

２ 議事 

【事務局】 

 

 

 

 

 

（１） 各種調査結果について 

〇介護予防・日常生活圏域調査の集計結果について説明 資料１ 

この調査は、日頃の生活や介護の状況等を把握し、今後の高齢者福

祉サービス等の方策を検討することを目的に令和 4年 11月に実施。

対象は、市内の 65歳以上の方で、要支援者、事業対象者、認定のな

い方の中から無作為抽した 1,600名。配布数は 1,593件、回収数は

1,252件、回答率は 78.5％となっている。 

調査結果は別紙のとおり。家族構成としては、「夫婦 2人暮らし」が

40.9％と最も多く、次いで「1人暮らし」が 18.8％。運動機能や認

知機能、閉じこもりのリスクは令和元年の調査に比べ低下している
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ことが分かった。  

社会参加について、会やグループの参加頻度は、「参加していない」

と回答した方が最も多い。地域づくり活動に対して、参加者として

参加意向がある方は 50.6％、企画運営者として参加意向がある方は

31.2％となっている。「参加してもよい」と回答した方は男性（前期

高齢者）が他の区分に比べてどちらも多かった。 

また、将来どこで最期を迎えたいかについて「考えたことがある」

方は全体の約７割。将来について家族等と「既に話し合っている」

方は 8.0％。第 8期の数値目標値としては 40％である。 

歯科受診についても前回調査より受診率が上がっている。 

【事務局】 

 

〇在宅介護実態調査について説明 資料 2 

この調査は、介護者の実態把握を目的に、在宅で生活している要介

護者を対象として令和 4年 8月～12月に実施した。 

調査結果は別紙のとおり。全体の約 8割の対象者（要介護者）が 80

歳以上。要介護度としては「要介護 1」の割合が 25.3％と最も高い。 

介護保険サービスについては 83.1％が「利用している」と回答。 

施設等への入所の検討状況については「検討していない」の割合が

最も高く、世帯別でみると単身世帯は介護度が低いうちから施設へ

の申し込みをしている状況がうかがえる。 

主な介護者の年齢について、「60代」の割合が 34.8％と最も高く、

「女性」が 68.4％となっている。20歳未満の回答も 0.2％あり、今

後ヤングケアラーの課題についても関係部署と検討していく必要

があると考える。 

また、介護者が不安に感じる介護は「夜間の排泄」や「認知症状へ

の対応」などが多い。訪問系サービスの利用頻度が多いと、不安も

少なくなることが分かった。 

【事務局】 

 

〇益田市の状況について 資料 3 

益田市の人口は減少傾向にある一方、高齢者人口は増加している。

令和 2年度は総人口 45,003名に対し、高齢者人口 17,017名、高齢

化率は 37.8％。令和 5 年 7 月末時点では総人口 43,877 名に対し、

高齢者人口 17,224 名、高齢化率は 39.2％である。今後も高齢化率

は上昇し、2040年には 41.6％の見込み。 

【委員】 ニーズ調査は無作為抽出で回収率も高く、規模が大きな調査であ

る。歯科医師会も H25年度から調査結果を共有していただいており、

分析等行っている。実際過去 4回の調査から、歯科の定期受診率が

伸びていることが分かった。（H25年 36.9％➡R5年は 54.6％） 

歯科の定期受診促進の目的として、8020の達成、オーラルフレイル
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予防の 2点が挙げられる。 

調査結果 P30より、80代女性になると受診率が低くなっており、こ

れは運転免許の保有率も関係しているのではないかと思われる。 

誰もが等しく受診できるよう環境整備も今後必要。 

また、今回は初めて受診していない理由も調査項目に入れていただ

いた。歯科受診の必要性を感じていない人が多く、普及啓発不足と

感じている。 

第 9期も引き続き、「オーラルフレイル」について、文言を入れてい

だきたい。 

【委員】 人口減少している一方、単身世帯の増加や認定率の増加が見込ま

れ、今後給付費も上がっていくと考えられる。給付費を抑えるため

には介護予防に尽力していく必要があり、次期計画にも記載してい

ただきたい。行政のみならずケアマネージャーや地域住民みんなで

検討していく必要があると感じる。 

【事務局】 （２）第 9期老人福祉計画・介護保険計画の冊子について 

資料 4 について説明 

第 9 期は老人福祉計画と介護保険事業計画を一体的に策定してい

く。骨子（案）は資料 4-1、施策体系（案）は資料 4-2のとおり。資

料 4-3は第 8期計画との対比となっている。 

【委員】 策定まで本協議会は残り 1回。文言化したものは、次回協議会まで

に早めに目を通したい。いつ頃冊子案をいただけるのか。 

【事務局】 次回協議会は 11 月中旬を予定しているため、介護保険事業計画と

も調整し、11月上旬には委員の皆さんへ計画案を送付したい。主に

は老人福祉計画の内容の部分のご意見をいただけたらと思う。書面

にてご意見いただける記録用紙等も準備しておく。タイトなスケジ

ュールで大変申し訳ない。 

【委員】 

 

介護予防や医療介護連携では、情報共有の仕組みづくりを検討して

おり、今後 IT導入なども必要だと考える。 

【事務局】 IT導入は今後行政の各分野で求められる。サイバーセキュリティの

強化など、安全性の高い情報共有の仕組みを市としても検討してい

く必要がある。 

【事務局】 

 

（３）その他 

次期計画策定にあたり、現在見直しを行っている２つの事業につい

てご意見をいただきたい。 

①益田市安心見守りネットワーク事業について 

資料 5-1 について説明 
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 本事業は、見守り等を必要とする高齢者へ緊急通報装置を貸与し、

安心して暮らせる環境を整備することを目的としている。現在設置

対数は約 600台。利用者負担が少ないことやコールセンターからの

月１回の安否確認で定期的な見守りが可能であることがメリット

である一方、協力員確保の困難さや負担の増大、民生委員の負担増

大などが課題である。 

今後は、高齢者や家族の見守りに対するニーズを把握しつつ、他社

のサービスも含め、市民が選択できるような仕組みを検討する必要

がある。 

【委員】 民生委員の立場として、実際に民生委員や協力員が現場に駆け付け

るのは難しい。マンションも増えておりそもそも家に入れない。 

地域によっては高齢者も多く、民生委員へ電話がかかってくるケー

スもある。 

吉田地区では、来月民間の警備会社を呼んで勉強会を民生委員で行

う予定。一社だけではなく、本人や家族が柔軟にサービスを選べる

仕組みが必要。 

【委員】 実際に民間の警備会社を契約していたが、利用者負担が大きいため

サスケに切り替えた方もおられる。新規設置以外に死亡や施設入所

で撤去するケースも多い。 

協力員は 3名確保が難しければ 2名でもよいと言われ、少し気持ち

が楽になっているが、地区によっては集合住宅も多く、近隣の繋が

りが希薄化しているためお願いする方がいない。ケアマネジャーか

らもお願いしにくいという声を聞く。 

時代の変化に合ったサービスを考えていく必要がある。 

【事務局】 ②認知症緊急対応訪問サービス・やすらぎ支援サービスについて 

資料 5-2 について説明 

この 2 つの事業は家族の負担軽減を目的に実施しているが、H29 年

度以降実績がない。包括支援センターへの聞き取りからは、事業の

利用に至らない理由として、ショートステイなど介護保険サービス

での対応ができていることや、申請時の事務手続きの煩雑さが挙げ

られた。 

また、認知症高齢者の支援として、益田警察署から高齢者が行方不

明になった際に活用できる QR コードシールの提案があった。早期

対応や身元判明に繋がる一方、犯罪に巻き込まれる危険性や認知症

であることを周囲に知られてしまう課題もある。市民に対する周知

も必要。このサービスについても併せて検討中。 
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【委員】 QRコードを身に着けることでは、本人や家族が了承していればよい

のではないか。 

【委員】 現在 15年ほど施設長を務めており、事業を受託しているが、利用は

これまで 1件もない。この事業はデイサービスの職員が駆けつけら

れるが、サスケの協力員がいないという課題と一緒に何か考えられ

ないか。サスケ利用者でデイサービスを利用していれば職員が駆け

つけることが可能。様々な事業があるため、不足しているとことを

補い合いながら関連付けて解決していけるとよい。 

【委員】 行政が休みである土日祝日の対応は包括支援センターへお願いし

ている。担当ケアマネージャーがついていても自分たちは分からな

い。補い合うという意味では、支援者間の連携も必要。 

QRシールについては、徘徊している高齢者を見つけた際、まず自分

たちは服などに名前がないか確認する。シールを常時持ち歩くもの

や服や靴の裏側貼るなど、少し配慮することで活用しやすくなる。 

【委員】 見えないところへ貼るという配慮は大切。GPS など様々なサービス

もあるためメリットを踏まえ検討が必要。 

【事務局】 様々なご意見ありがとうございました。いただいたご意見を計画に

も反映させていきたい。 

次回開催は 11 月で計画案を示す予定。その後パブリックコメント

や議会を経て計画策定となる。引き続きご協力をいただきたい。 

 


